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第1図　泌乱造及び体重の変化

よるものと考えられる．試験期に入り予備期においては

幾分回復したが本試験期に入って漸減し，中期以降はそ

のレベルで安定した．

体重は準備期・予備期と低下を杭けたが本試験中期以

降乳量の低下に伴って幾分増加した．

乳脂率は一般に乳鬼の低下に伴い幾分上昇したが著し

い変化はなかった．比重も同様に著しい変化がなかっ

た．

栄養判定の結果は，何れも栄養降雪と認められる変化

はなかった．しかし供試牛は何れも試験末期には幾分疲

労の様子が見られた．

消化試験の成鋸は第1表に示す通りであった．この消

化率は特に粗蛋白質において．従来の成撥から計算して

予定した63．3％よりかなり低い結果を示した．他の成分

の消化率は予定のものとはゞ同じであった．

第1表　消化試験による全給与飼料の消化率
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この消化率により，この試験において供試牛が摂取し

た可消化養分晶を計算すると，租蛋白質の消化率が低か

ったことによりDCPにおいて給与する予定のものより

約10％低かったことになり，結局この成掛はNRC標準

に対してDCP90％，TDNlO0％という条件の下にお

ける泌乳試験の成苗である．

この試験の第3週以降の本試験期を3週間毎に分け，

試験結果の乳量・体重に基いてNRC飼養標準による必

要着分虞を求め．これと各期各牛の摂取した可酎ヒ着分

丑を対比するとDCPはNRC標準の99．6±7．2％．T

DNはNRC標準の108．6±4．9％である．

3．む　　す　　び

この試験は昭和32年度に開始し，今後数年問にわたり

乾乳期・妊娠期・搾乳期別にNRC標準を基準として蛋

白質及び熱盤の種々の条件の組合せについて試験を分担

実施し，家畜栄養研究協議会で総括検討を行う予定であ
る．

鶏のラヂノクローバー給与に関する試験

竹　内　正　治・伊　藤　　　寿

（宮城県鼻試）

ラヂノクローバーを多給し濃厚飼料を節減することに

よってヒナの発育に如何なる影響を及ぼすかについて試

験を行なった．

1．試験の方法

1．供試品種

イ）単冠白色レクホーン種（WL）

ロ）一代雑種（自レグ合×ロード古）（Fl）

2．期　間　32．6．1．～10．31日まで（153日間）

3，供式日令　　ふ化後61日

4．区　制　　各品種につき標準区．※40％区．※60

％区，※標準区濃厚飼料給与塵の40

5．供試羽数

％・60％．（重量％）をラヂノクロー

バー生革におきかえたもの．

標　準　区r　　40％区　l　　60％区

WLI Fl

11　　14】11

Fl】WL r Fl

14　r ll

註：両品種とも4月2日にふ化，回復の仔が各区に含

まれる．

6．供託飼料
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イ）ラヂノクローバー　場内栽培

ロ）渡厚飼料　場内配合（第1表）

第1表　給与飼料配合割合（重量比）

玉萄粛小麦米糠

7．給与方法

イ）クロー／く－はチョッパーにて潰切し，濃厚飼料と

ともに練餌として1日3回給与．

ロ）給与基準は標準区のWLを基準とした．

褒■魚粕；D・C・P■T・D・N　8・調査方法

3・～4カ月

5へ′6カ月

2カ月以降

15115 63．21　体重測定は生時より試験終了時まで毎週1回測った・

64．42　　　　　　　2・結果及び考察

63．81　1．増体値の比較について

※全飼料（重量）に対し食塩0．5％，カルシウム0．5％配

合した．

※魚粕のD．C．Pを50．0％として計算した．

第2表及び第1図に示したように試験開始時体重に対

する増体率は各区とも自レグに比してFlは低位を示し
某二．

第2表　各　区　増　体値　及び　増　俸　率

試験開始時体重

〝　終了・・

供試問増体重

増　　体　　寧

日レグに対する％

1……；：…≡1；畏1…；；：；≡1；㌶1；；；二3≡1……：‡
1082．9　　　　1173．2

2539も　　　　　206％

100　L lO8

主星　　数

第1図

軒
緑　飼；

6．1・〉6．27

6．28へ′2．21

7．22（ノ8，15　　25

8．16～9．3　19

9．4（ノ9．20　17

9．21・、ノ10．11　21

10．12′〉10．18　　7

10．19【JlO．31　13

計　　　153日

600．0±30．8

1388．9±80．8

468．2±63．5

910．7±99．7

788．9　　　　　442．5

132％　　　　　95％

583．1±31．9

975．6±86．1

392．5

67％

103　　　　　100　　r　　　89

これはFlが自レクに対し生時より試験開始時までの

増体が128．8％で非常に良好であったことと，試験期

間の増体が割合少くなかったためと思われる．

第3表1日当り増俸立

標　準　区

WL；Fl

40％　区 叫▲旦＿区

WL Fl

増　　体　　重1042．91173．2768．0788．9442．5392．5

供　託　日　数：153

1日当り増体重亘8

日レグに対する叫100

第4表　給　与　飼　料　日　並（単位g）
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2．1日当り増体長について

第3表に示したように標準区のFlは白レグに対し約

1gも多く増益しているが，40％区においては僅かに

0．2gしか増量していない．また60％区においては自レ

グよりも下回った数を示している．これから見ると飼養

の影響が自レグよりもFlに範く形響するのではなかろ
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うかと思われる．

3．給与飼料について

飼料は前記配合のものを鶏の生育に従って漸次増量し

てえたが，その給与日長は第4表の如くで，その成分は

第5表の通りである．

第5表　給　　与　飼　料　成　分
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註：7．22～8．15日及び9．2lr、ノ10．11日の間は給与飼料を換えるため第5表には示さなかった．

第7衰　へい死率及びへい死原因

試験開始羽数

標　　準　　区

11】

武芸中警二品数．‖13
へ　い　死　率
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腸　カ　タ　ー　ル

卵　　　　　　墜

計

W

…

1

1

18・2【　O r

へ　　　　し、

一

一

一

一

2

2

死

1

　

0

　

1

　

9

1

一

一

一

1

一

1

一

4．へい死率について

試験期間中12羽のへい死鶏が出たがその内訳について

は第7表に示したようであった．

へい死鶏12羽の中Coccidium症によるものが最も多

く，66．7％で次に産卵器管の疾病であった．この中60％

区の自レグ及びFlは30％前後のへい死率で他区に比し
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非常に商いが，これは生育不良により疾病に対する抵抗

性が弱かったためではないかと考えられる．以上本試験

の結果より60日以降の発育の盛んな時期にこのような飼

料を給与することによって発育が遅れ，初産日令及び産

卵能力に想影響を及ぼすものと思われる．


